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令和７年8月1日（金）分野長・副分野長
（原子力災害に関するデータや知見の集積・発信分野）の決定

8月1日、原子力災害に関するデータや知見の集積・発信分野において、分野長
及び副分野長各1名に就任いただいたきました。これにより、分野長5名、副分野
長9名の構成となりました。

原子力災害に関する
データや知見の
集積・発信分野

【分野長】今村 文彦（いまむら ふみひこ）

東北大学 副学長

【副分野長】出口 敦（でぐち あつし）

東京大学 執行役・副学長
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World Robot Summit 2025 過酷環境F-REIチャレンジ
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F-REIサイエンスラボ

小中学生やその親子を対象に、科学技術に触れる多様な機会（体験学習会）を提供し、地域の未来を担う若者

世代の人材育成を図るため実施しているもの。

○目的：県内外の小学校4～6年生の親子を対象に、夏休みの思い出づ

くりや自由研究に役立ててもらうため、科学実験教室を開催。
協力：独立行政法人国立高等専門学校機構、福島工業高等専門学校  

後援：復興庁、文部科学省、福島県、福島県教育委員会、いわき市、いわき市教育委員会

➢ 開催日：令和7年9月13日（土）

➢ 会   場：福島工業高等専門学校（福島高専）

➢ 参加者：県内外の小学校4～6年生とその保護者30組（60名）

➢ 指導者：福島高専生8名

➢ 内   容：霧箱作成と放射線の観察実験、

  オリジナルLEDを作る電気工作実験

F-REIサイエンスラボ  ╴秋のわくわく科学実験╶

○目的：小中学生や広く一般の方に科学に触れてもらうため、福島県ハイテク

プラザが主催する、ものづくりに関するサイエンスイベント「あつまれっ！ハ

イテクプラザ2025」にブースを出展。

➢ 開催日：令和7年8月3日（日）

➢ 会  場：福島県ハイテクプラザ

➢ 参加者：28名（小学生25名、中学生3名）

➢ 内   容：電子工作、プログラミング体験

出張版サイエンスラボ
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【その他共催イベント】

「未来への風プロジェクト in なみえ」

➢ 開催日：令和7年6月28日（土）、29日（日）

➢ 会  場：いこいの村なみえ、浪江町地域スポーツセンター

➢ 内   容：トイドローン操縦体験、電子工作＆プログラミング体験









国立研究開発法人理化学研究所環境資源科学研究センターと
連携・協力に関する協定を締結

8月29日、国立研究開発法人理化学研究所環境資源科学研究センター
（CSRS）とF-REIは、土壌生態系の理解に基づく持続可能型農業の基盤構築
に向けた研究推進のための、連携・協力に関する協定を締結しました。

本協定に基づく共同研究等の実施により、CSRSの基礎科学・先端技術と
F-REIのフィールド・社会実装力を掛け合わせるとともに、福島での実証を通じて、
気候変動対応・低化学肥料・脱炭素という国際的課題の解決に繋げます。

＜具体的な連携事項＞

（１） 共同研究の推進 
（２） 研究施設、設備等の相互利用 
（３） 研究者の学術交流及び人材育成 
（４） 情報発信の相互支援及び共同実施 
（５） その他、本協定の目的遂行上必要な事項
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研究開発等の機構のミッションを円滑に進めるとともに、機構設置の効果を広域的に波及させるため、福島や全国の大学、教育機関、
研究機関、企業、市町村等との効果的な広域連携を進めることとし、基本合意書（MOU）や包括連携協定等を締結。

連携協力に関する基本合意書（MOU）等の締結
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締結日 締結先

令和５年４月１日 福島工業高等専門学校

令和５年４月５日 福島県立医科大学

令和５年４月15日 いわき市

令和５年５月17日 福島大学

令和５年５月29日 浪江町

令和５年５月30日 会津大学

令和５年９月１日 南相馬市

令和６年１月25日 株式会社東邦銀行

令和６年３月８日 東北大学

令和６年６月７日 学校法人昌平黌（東日本国際大学など）

令和６年６月14日 福島県（福島ロボットテストフィールドの統合に関して）

令和６年６月14日 福島県、福島イノベーション・コースト構想推進機構

令和６年７月８日 福島県、JAEA、NIES（環境創造センターにおける連携協力に関して）

令和６年７月23日 量子科学技術研究開発機構

令和６年10月３日 米国パシフィック・ノースウェスト国立研究所（PNNL）

令和7年2月4日 東京海上日動火災保険株式会社

令和7年2月27日 東京大学国際高等研究所 カブリ数物連携宇宙研究機構 (Kavli IPMU, WPI)

令和7年3月4日 英国原子力公社（UKAEA）

令和7年3月27日 筑波大学

令和7年8月29日 理化学研究所環境資源科学研究センター

令和7年10月28日 東京大学大学院情報学環

福島県、イノベ機構との連携協力

米国PNNLとの連携協力



令和７年9月16日（火）F-REI・CCRI国際ワークショップを開催

9月16日、F-REIとCCRI（放射線諮問委員
会）の合同ワークショップを、福島県南相馬市
で開催しました。

本ワークショップでは、CCRI委員と国内専門家
が集結し、放射線の医学応用や計量標準につ
いて国際的な視点から議論を行い、F-REIから
は山崎理事長と、放射線科学・創薬医療分野
の絹谷副分野長（兼 放射性創薬ユニットリー
ダー）が登壇しました。

当日は、現地・オンライン合わせて120名以上
の方にご参加いただき、大変盛況となりました。
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令和７年11月4日（火）～5日（水）
英国原子力公社（UKAEA）と廃炉ロボット技術に関するワークショップを開催

11月4日～5日、英国原子力公社（United 
Kingdom Atomic Energy Authority, 
UKAEA）と廃炉ロボット技術に関するワーク
ショップを東京にて開催しました。

本ワークショップでは、UKAEAから廃炉ロボット
技術の研究事例や社会的インパクトに関する
取組などがプレゼンテーションされ、F-REIロボッ
ト分野の研究者、及び東京電力ホールディング
スや日本原子力研究開発機構などの日本国
内の廃炉に関わる企業、有識者と多岐にわたる
意見交換が行われました。
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令和８年1月19日（月）～20日（火）
英国原子力公社（UKAEA）と廃炉ロボット技術に関するワークショップを開催

１月19日～20日に、英国原子力公社
（United Kingdom Atomic Energy 
Authority, UKAEA）からRob 
Buckingham氏ら関係者が来日し、廃炉ロ
ボット技術に関するワークショップを福島県南相
馬市（ホテル丸屋グランデ）にて開催しました。

本ワークショップでは、F-REIロボット分野から各
ユニットの研究開発について紹介したほか、経済
産業省資源エネルギー庁原子力発電所事故
収束対応室や、東京電力ホールディングス株式
会社、日本原子力研究開発機構から廃炉に
係る現状・課題等がプレゼンテーションされました。
これらを踏まえ、 UKAEAとF-REI・日本国内の
廃炉に関わる企業・有識者が多岐にわたる意
見交換を行いました。
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令和７年11月1日（土）～2日（日）F-REI国際シンポジウムを開催

11月1日～2日、F-REI国際シンポジウム
“Collection and Dissemination of Data 
and Knowledge Related to Nuclear 
Disaster Resilience and Science”を福島
県楢葉町で開催しました。

本シンポジウムでは、「原子力災害に関するデー
タや知見の集積・発信」分野に関係する国内の
大学・研究機関に加え、原子力災害医療科学
分野に関わるICRP、IAEAといった国際機関・
国際委員会の関係者が集結し、F-REIとの連
携等について協議しました.

当日は、現地・オンライン合わせて100名以上
の方にご参加いただき、大変盛況となりました。
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